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　5 月最後の週末，性医学シンポジウムの講師に招聘
されてモンゴルのウランバートルに来ています。成田
から韓国・インチョンを経て夜半の入国となり，まず，
外気温 9℃という寒気に驚き，さらに翌日は，真っ黒
な雲の襲来とともに霰が降り，季節が逆戻りしている
ことに再度驚きました。
　今回のシンポジウムは，国際性医学会の財政的な支
援を得て，アジア太平洋性医学会が企画し，モンゴル
性医学会が運営するというものでした。モンゴル政府
もこの会を歓迎しているようで，開会式には厚生省（?）
副大臣による挨拶があり，人口問題，社会福祉，衛生
面からの期待が大きいことを強調していました。講師
は，イギリス，タイ，台湾，韓国，日本そして自国医
師と多国籍であり，泌尿器科医，アンドロジスト，性
医学者，公衆衛生医と多彩でした。モンゴル全土に，
泌尿器専門医は 20 名のみとのことですが，講習参加
者は，産婦人科医，一般家庭医，一般内科，泌尿器科
医，婦人科医，公衆衛生関連医などとのことで，会場
の 100 席は満席でした。
　講演は，性機能・勃起の解剖・生理機構，ED の診
断治療，男性更年期障害，前立腺癌と成人病と ED の
関連，男性更年期障害，射精障害，さらには女性性機
能障害と広範でしたが，各演者の英語での発表は，モ
ンゴル性医学会の代表であるナイダン先生により，モ
ンゴル語に同時通訳されました。彼女は泌尿器科医で，
極めて流暢な英語を話されました。会場では，活発な
討論はないものの，新しい知識を得ようとする姿勢と
熱意に溢れていました。多くの参加者にとって，性医
学は未知の領域のようでした。モンゴルでは，正式な 
PDE5 阻害剤などの ED 治療薬は普及しておらず，各

種プロステーシス手術や陰圧勃起補助器もありませ
ん。今回の最大の功労者は，運営をすべて取り仕切っ
たナイダン先生であり，彼女の情熱，能力と体力はま
さに称賛に値します。
　小生は，3 年前より「蒼天の大地」モンゴルに魅せ
られており，今回は 4 度目の訪問でした。ウランバー
トルには，ゲルの数が著しく減少し，良いことか悪い
ことかは一概にいえませんが，レストランのメニュー
も著しく欧米化と韓国化しています。明らかにモンゴ
ルは変化・進歩（?）しています。滞在後半の 2 日間
は気温も上昇し，初夏の気候に戻りました。今回，小
生は現地の人々の QOL 向上に寄与できる可能性のあ
るシンポジウムの一員であった充実感を感じました。
モンゴルの新たな友人の輪を広げ，近い将来，泌尿器
科腫瘍の領域に最新情報・技術を提供できる機会を企
画し，これまで多くの親切・歓迎を受けた敬愛する「成
吉思汗」の末裔に恩返しをしたいと決意を新たにしま
した。読者の皆様，小生のボランティア活動に協力し
ていただける方がいらっしゃれば幸いです。
　今月号は，手術手技が「小児泌尿器科手術Ⅰ」とし
て，「異所開口尿管摘除術」に関する手術手技が 2 編
で実践的です。セミナーは「泌尿器科領域における周
術期感染予防薬の適正使用」と診療に不可欠な内容で，
若い読者の皆様の知識の整理に役立つものと考えま
す。原著が 3 編，症例が 5 編，画像と小さな工夫，各
一編で，いずれも力作揃いです。交見室には K 教授か
ら「病院食」に関する寄稿をいただきました。特有の
切り口での，興味深い内容です。

（藤岡知昭）
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